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1．本稿の目的 

 本稿の直接の目的は、中華人民共和国期の中国（以下、現代中国と表記）において、人

間と森林との関係がどのように推移してきたのかを明らかにすることである。その背後に

は、この地域の現代史を対象として、自然をめぐる人間同士の関係構造の特徴・変遷と、

その自然への影響の理解を通じて、望ましい人間―自然関係の将来像を描き出すという狙

いがある。この観点に基づいて、本稿では、現代中国の「森林政策」に着目し、それが地

域の人間―森林関係、森林環境への影響を、構造的に読み解くというアプローチを取る。

以上の目的は、関連する学問領域に従って区分すると、以下の 3 つに集約できる。 

 

①「地域研究」としての目的：現代中国において、森林をめぐる社会関係の推移・変化を、

森林政策の影響という観点から明らかにする。 

②「森林政策研究」としての目的：地域において多様かつ重層的な人間―森林関係を規定

してきた森林政策を、構造的に解き明かす方法論を提示する。 

③「環境研究」としての目的：人間と地球・自然との持続的な関係構築に向けた、地域か

らの研究の方法論を模索する。 

 

2．全体的な分析視角（【序章】） 

 これらの目的の達成に向けて、本稿は、人間が森林に対して認識する「機能・価値・便

益」という根源的な部分にまで踏み込んだアプローチを行う。地域社会において、人間に

よる何らかの森林（変動）への知覚は、「価値」によって意味づけられる（価値づけられる）。

これが、更に個々人の持つ政治的立場や文化的・社会的背景などを反映して、具体的な「便

益」（利害）を形成し、森林への働きかけに結びつく。この段階で、「森林の役割」という

形で科学的に認識されたものが「機能」である。本稿では、この理解に基づき、森林の「用

地提供機能、物質提供機能、環境保全機能、精神充足機能に伴う価値・便益といった認識

の区分を想定し、各種の機能・価値・便益を反映して、人間の森林に対する異なる働きか



けが行われてきたと捉える。この視座に立って、現代中国の森林政策が、どのような森林

をめぐる価値・便益を反映して立案・実施され、また、どのような価値・便益の構図の変

化を地域社会にもたらしたのかを明らかにする。このアプローチを通じて、地域の人間―

森林関係とその変化を「総合的」に捉え、森林政策とその影響を「構造的」に明らかにす

ることが、①～③の目的を達成する上で不可欠となる。 

 

 

3．研究内容（【第 1 部】～【第 5 部】） 

 以上の目的と分析視角に基づいて、第 1 部から第 4 部では、現代中国の森林政策の展開

と、それが地域の人間―森林関係にもたらした影響について、重層的な分析を行っている。 

 第 1 部では、その分析の前提となる状況の整理を行っている。すなわち、第 1 章では、

現代中国の森林関連の公式統計データから、この時期を通じて、中国では、森林が極めて

「過少」と言える状況にあったこと、また、それを改善するための政策的な試みがなされ

てきたことを示している。第 2 章では、現代中国に至るまでの歴史における、人為的な働

きかけを通じた森林破壊が、この過少状況を演出してきたことを明らかにした。第 3 章で

は、現代中国の歴史過程において生じた度重なる政治変動と、その社会への影響を整理し

た。 

 第 2 部では、実施に際しての領域区分に基づいて、森林政策の展開把握に努めている。

過去 50 数年間を通じて、中国では、地域住民を動員して森林造成・保護を行い、歴史的に

形成された森林過少に伴う諸機能の低下を改善する政策的取り組みがなされてきた。第 4

章・第 5 章では、この森林造成・保護政策という、現代中国の森林政策の一つの柱となっ

た領域を対象とし、その展開過程を詳述している。その一方で、現代中国を通じては、社

会発展に伴う林産物需要増に対応するため、森林の提供する物質資源を確保していかねば

ならないという事情が存在した。第 6 章は、こちらの事情に焦点を当て、森林開発・林産

業発展政策が、各時期の政治路線の方向性や、社会の変化に対応する形で展開されてきた

ことを示している。第 7 章では、森林造成・保護政策と森林開発・林産業発展政策という 2

つの領域を周縁から方向付けた要因として、森林関連の知識・技術の交流、環境問題とい

う概念の受容、経済発展に伴う森林レジャーの勃興を挙げ、それぞれに対応した政策の展

開を扱っている。 

 第 3 部では、第 2 部で概括した各領域の森林政策を、権利関係・政策実施システム・法

令という「制度的な側面」から切り取って論じている。第 8 章では、現代中国を通じた「林

権確定政策」が、各時期の政治変動に完全に沿った形で、基層社会の森林をめぐる権利関

係・経営形態を改変してきたことを明らかにした。その改変の結果として、現在の複雑な

権利関係が生み出されると共に、基層社会の住民による長期的な便益享受のヴィジョンを

もった森林経営が不可能となっていった。第 9 章では、森林政策実施システムの整備を対

象とし、時期を通じて、共産党指導者層の意向を基層社会に徹底させる仕組みが作り上げ



られたこと等を示している。第 10 章では、「法令」を対象とし、改革・開放以降の法律法

規の整備が、民営化・市場化による社会の緩みを引き締め、森林利用の規制・管理を徹底

させるものであったことを明らかにした。 

 第 4 部では、指導者層（第 11 章）、専門家層（第 12 章）、一般住民・企業（第 13 章）と

いう形で、森林に働きかける主体を区分し、それぞれの森林に対する価値・便益が、どの

ように森林政策の立案・実施に反映されてきたかを明らかにしている。森林政策を規定す

る中央政府にあって、共産党指導者層は、「森林・樹木を増やせ」という認識を形成し、森

林の諸機能の維持・向上を常に呼びかけていた。その行動を支えていたのは、森林の物質

提供・環境保全機能の発揮によって、地域住民の財の蓄積や生活の安寧を保障するという

認識であり、また、森林造成・保護活動を通じた「美しい祖国」の創造を通じて、地域住

民の愛国心を醸成し、国家統合を促進させ、自らの政治的基盤を強化しようという「統治

者としての価値・便益」であった。この認識を背景とした森林政策の実施を通じて、森林

官僚、知識人、基層技術者、篤志家といった専門家層が次第に形成されていく。森林に対

する働きかけを専門とする彼らは、行政機構に所属し、また「模範」として表彰されるこ

とを通じて、基層社会に森林政策を徹底させる潤滑油の役割を果たしてきた。しかし同時

に、彼らは、森林と深く関わる中で、その知識・技術への誇りや、森林生態系の営みへの

尊敬、郷土の森林・樹木に対する愛着といった、指導者層には見られない独自の価値・便

益を抱くようになる。この指導者層・専門家層を通じて実施される森林政策は、基層社会

の一般住民・企業の価値・便益を部分的に保障するものであった。その反面、薪炭・建築

用材といった生活資材提供に伴う価値・便益や、森林に対する精神的な帰依（土着の信仰

等）は、政策によって規制される対象であった。そして、一元的な国家運営を担う立場か

ら政策を進める指導者層と、基層社会で森林を向き合う主体の価値・便益の性質の違いは、

時期を経る毎に際立つ傾向にあった。 

 第 5 部では、第 2 部～第 4 部を通じて行った重層的な分析・考察を踏まえ、現代中国の

森林政策の実施、及びその影響をめぐり、どのような構造が存在したのかを総括している。 

 まず、第 14 章では、現代中国において実施されてきた森林政策が、「森林の諸機能の維

持・向上」を志向する「第 1 の動力」と、「総合的な政治路線の方向性」という「第 2 の動

力」によって規定されてきたことを示している。この 2 つの動力は、それぞれ「継続」と

「断絶」のベクトルとして絡み合い、その出力として森林政策が規定・変更されてきた。

これらの動力は、森林の過少状況、一元的な国家運営体制といった背景を反映し、また、

共産党指導者層を中心とした現政権の正当性の維持という、根源的な動力に支えられたも

のであった。第 15 章では、機能・価値・便益の構図の特徴と変化から、この森林政策をめ

ぐる構造を捉えなおしている。すなわち、現代中国の森林政策は、「第 1 の動力」に基づく

森林の維持・拡大を目指してきたが、その実態は、指導者層の独自の価値・便益を反映し

たものであり、それに沿った形で、基層社会の各主体の価値・便益は取捨選択されること

になっていた。また、「第 2 の動力」である総合的な政治路線の度重なる変動は、各主体の



価値・便益享受の構図自体を強制的に改変することに繋がった。特に、政治変動に伴う権

利関係・経営形態の改変は、森林政策において「選択」されていたはずの価値・便益すら、

継続的な享受を不可能にするものだった。 

 

4．本稿の結論と課題（【終章】） 

 この結果として、現在の中国の基層社会においては、住民・企業等の各主体が、長期的

なヴィジョンをもって、森林をめぐる価値・便益の享受を模索する土壌が失われつつある。

この結論を踏まえて、終章では、今後の中国をはじめとした各地域の自然・森林との持続

的な関係構築を目指す上で、森林をめぐる機能・価値・便益に注目した研究が、どのよう

なインプリケーションを持つかを整理している。ここでは、個別の機能・価値・便益につ

いて、「想定される享受の時間軸」と「相互の両立可能性」を検証することによって、公平

かつ持続的な調整を導くという方法を提示している。 

 このアプローチを発展させ、各地域において、自然・森林に対する異なる立場を持つ主

体間の価値・便益を、公平性を保ちつつ、持続的に享受できるよう調整していく方法論を

確立することが、今後の大きな課題である。 

 

 

 

 

 

 


